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ワェスティパル’93
すっかり定着し

役場

周辺を会場に聞かれ，約6,500人の人たちがにぎやかに

冬の祭典を楽しみました。

たウインターフェスティパルか今年も己月11日，

朝日町の冬の一大イベントとして，

－
あ
さ
ひ
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＠

V空き缶創作コンクールでは，保育所の子供たちによる
きかんしゃ「トーマスくんJが愚優秀賞を獲得
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みさき

ゃ

夢
産
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・a
み
ん
な
で
考
え
よ
う
わ
た
し
た
ち
の
町

ま

彦

一つ

"'5毒沢E告さんとrめひの野圏太強」の皆吉んの競演

立母の島ま品よりもき・仁義よりも美し 子どもが!'.l分の引jから受ける思11，：まかIJIしれないIir大きいこ Eそだとえていったもの

町の将来について語り

合いませんか。

多くの町民の皆さんの

参加をお待ちしています。

入場は無料

ー
｝ 

ろ

3
月
幻
日

ω午
後
1
時
1
4
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」

－
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

寸
若
者
に
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
」

－と．と
・
基
調
講
演 き

俳
優

川
津
祐
介
氏

－
平
成

5
年

3
月
号

＠



越 も

秋
田
犬
に
魅
せ
ら
れ
て

水
島

有

治
さん（境

g

「
秋
朗
犬
と
の
出
会
い
は
今
か
ら
は
年
前
。

一
円
は
る
な
り
、
そ
の
魅

h
に
取
り
付
か
れ
て

し
ま
っ
て
：・
。
以
来
、
趣
味
と
い
え
ば
秋
田
犬

一
筋
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
水
品
さ
ん
。

秋
田
犬
と
い
え
ば
、
秋
田
県
大
館
地
方
原
産

の
同
指
定
の
天
然
記
念
物
。
水
’
同
さ
ん
の
お
宅

に
は
現
在
、
昨
年
春
の
全
国
大
会
で
7
位
に
な

、・4量
、－－‘r 

ポ神急務余念ゐ
j度

辺

真
美
さ
ん

（
引
歳

・
向
陽
町
） っ

た
「
野
心
九
号
」
を
は
じ
め
、

5
．政
の
記
念

物
が
飼
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
水
品
さ
ん
に
と
っ

て
こ
れ
ら
は
単
な
る
ベ

ッ
ト
で
は
な
く
、
’
川
ら

の
手
で
作
り
育
て
て
い
く
ぷ
術
品
。
「
い
か
に
す

ば
ら
し
い
犬
に
仕
上
げ
て
い
く
か
」
と
い
う
と

こ
ろ
に
舵
醐
除
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
朝
夕
の
散
歩
を
欠
か
さ
な
い
の

は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
に
も
気
を
配
る
ほ
か
、
展

覧
会
で
は
周
囲
の
雑
昔
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な

＆
de

、，A

く
毅
然
と
し
た
態
度
と
姿
勢
を
保
つ
よ
う
、
厳

し
い
訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ご
」
れ
ま
で
手
が
け
た
犬
は
初
頭
余
リ
。
し

か
し
、
自
分
向
身
で
納
得
が
い
く
ま
で
に
は
ま

だ
ま
だ
：・
」
と
語
る
水
’
品
さ
ん
。

h

ド
梓
や
秋
の
展

覧
会
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
家
族
連
れ
で
全
国
各
地

へ
出
向
く
一
打
、

3
月
比
臼
に
は
朝
日

町
で

は
初
め
富
山
県
支
部
展
を
開
催
。
「
町
民
の
皆

さ
ん
に
も
ぜ
ひ
秋
川
犬
の
魅
h
M
を
感
じ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
、
現
杭
そ
の
椴
備
に
迫
わ
れ
て

い
ま
す
。

女職業 エアロビクスインストラクター

貧血液型 A型 女星座名おうし座

食趣味編み物 ・カラオケ

£み
冨込

高
橋
の
山
本
豊

・
孝
子
さ
ん
夫
妻
の

長
男
真
史
（
ま
さ
ふ
み
）
く
ん

5
歳

次
男
竜
史
（
り
ゅ
う
じ
）
く
ん

3
歳

長
女
真
央
（
ま
お
）
ち
ゃ
ん
叩
か
月

~ 

さ
わ
や
か
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

1
月
下
旬
に

U
タ

l
ン。

2
月
か

ら
月
眼
目
と
土
眼
目
の
週
2
園
、

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

l
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」

で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
健
康
体
操
の
教

室
を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
に
戻
っ
て
く
る
前
は
、
大

阪
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
や
運
動
不
足
・
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
た
い
い
々
は
、
ぜ
ひ

一
度
教
需

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

趣
味
は
編
み
物
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

で
す
が
、
将
来
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

通
じ
て
楽
し
い
町
づ
く
り
の
お
役
に

立
て
れ
ば
最
高
で
す
ね
ω

結
婚
に
つ
い
て
は
、
今
は
ま
っ

た

く
向
紙
の
状
態
。
私
自
身
、
割
と
が

ん
こ
で

「
わ
が
道
を
い
く
タ
イ
プ
」

な
の
で
、
あ
た
た
か
く
私
の
行
動
を

μ守
っ
て
い
て
く
れ
る
よ
う
な
人
が

理
恕
の
男
性
像
で
す
。

三
人
仲
よ
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

我
が
家
に
昨
年
、
待
望
の
お
脱
さ
ま
其
央
が

生
ま
れ
ま
し
た
》
お
H
ん
ち
ゃ
ん
た
ち
二
人
は
、

か
わ
い
い
妹
が
で
き
た
の
が
う
れ
し
く
て
た
ま

ら
な
い
ら
し
く
、
う
た
を
歌

づ
た
り
ラ
ッ
ハ
キ
」

吹

い
た
り
、
ジ

ュ
l
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
の
ふ
り
を
し
た
り
と
、
よ
く
出
倒
を
み
て

く
れ
ま
す
。

こ
の
春
か
ら
長
男
の
兵
史
は
年
長
さ
ん
。
次

男
の
屯
史
は
年
少
さ
ん
に
な
り
ま
す
が
、
二
人

い
っ
し
ょ
に
パ
ス
で
通
う
の
を
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
・
7
で
す

M

け
れ
ど
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
心
配
は
、
屯
史

が
ま
だ
一
人
で
治
以
H

え
が
で
き
な
い
・
｝
と
む
た

だ
今
、
点
史
と
お
父
さ
ん
の

二
人
が
か
り
で
特

訓
中
で
す
。

こ
ん
な
わ
が
家
の
二一
人
の

f
供
た
ち

d

こ
れ

か
ら
先
も
兄
妹
仲
よ
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
や

さ
し
い
人
制
に
育
っ
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

かもしかクラブ

走
る
こ
と
は

哲

学

か
も
し
か
ク
ラ
ブ
は
昭

和
灯
年
に
発
足
し
、
今
年

で

n年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

日
常
生
活
に
お
い
て
全

力
を
出
し
き
れ
る
機
会
が
少
な
く

な
勺
て
き
て
い
る
中
、
自
分
た
ち

で
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
定
リ
始
め

た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
毎
年
9
回
、
延
べ
で

1
8
5
回
の
記
録
会
を
実
施
。
そ

の
記
録
を
す
べ
て
保
管
し
て
い
る

は
か
、
記
念
行
事
と
し
て
叩
周
年

に
は
富
山
県
横
断
、
初
周
年
に
は

太
平
洋
の
富
士
川
河
口
か
ら
日
本

海
の
姉
川
刈
口
ま
で
の
日
本
償
断

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

会
世
不
．
要
。
入
退
会
手
続
き
な

し
で
、
定
り
に
来
た
人
は
そ
の
と

き
か
ら
会

J

員
。
力
に
応
じ
て
走
り
、

ど
ん
な
に
逝
く
て
も
拍
手
で
出
迎

ねたしの~'52と
泉ん長』張正原野

l
／
鳩石

阪
阜
県
池
田
町

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

野
原

岐
阜
県
知
安
部
池
町
町
で

す
。
濃
尾
平
野
の
両
北
に
あ
る
町

で
、
人
口
は
約

2
万
2
、
0
0
0人
－

県
内
で
も
有
数
の
お
茶
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
米
ゃ

い
ち
ご
の
栽
培
も
盛
ん
で
す
c

ま

た
、
池
田
山
の
ふ
も
と
に
あ

る
名
勝
「
め
降
h
僚
の
怯
」

も
有
名
で
す
ね
。

｜

｜
朝
日
町
に
来
ら
れ
て
何

年
に
な
り
ま
す
か
？

野
原

．
十
成

3
年

4
Hに
お

山
川
川
内
林
湾
側
自
治
山
事
業
所

に
転
勤
し
て
き
て
以
米
、
も

う
す
ぐ
九
2
年
に
な
り
ま
す

、
｝
ち
ら
で
は
主
に
治
山
事
業

の
枇
特
や
同
有
林
野
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
州
当
し
て
い

ま
す
が
、
赴
任
し
て
聞
も
な

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

え
る
。
一

人
ひ
と
り
の
白
、
£
性

・

人
間
性
を
作
況
し
い
川
小
川
崎
強
い
し
な

い
。

こ
れ
が
ク
ラ
ブ
の
特
徴
で
す
。

活
動
は
4
け
か
ら

U
Hま
で
の
民

録
会
（
第

2
日
曜
の
夕
方
に

5
M

走
）
を
は
じ
め
、
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン

へ
の
参
加
、
山
絞
り
、

ス
キ
ー、

海
水
浴
、
そ
し
て
親
睦
会
な
ど
な

ど
。
朝
日
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
町
昨
搬
送
の
お
手
伝
い

を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

『
走
る
こ
と
は
哲
学
』
を
モ

ッ
ト

ー
に
、
話
好
き
で
飲
む
こ
と
が
大

好
き
な
仲
間
の
大
勢
い
る

H

か
も

し
か
ク
ラ
ブ
。
へ
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
ノ

く
長
男
が
誕
生
。
現
花
は
官
官
と

3

人
で
卓
業
所
の
あ
る
官
併
で
生
活

し
て

い
ま
す
。

l
i－－
ち
ら
で
の
生
活
は
い
か
が

で
す
か
？

野
原

名
山
尾
常
休
支
同
の
管
轄

が
愛
知
、
岐
h
t
、
詣
山
の
3
県
と

い
う
こ
と
も
あ
り、

こ
れ
ま
で
も

何
度
か
転
勤
生
活
を
送
っ
て
き
ま

し
た
が
、
白
山
で
の
勤
務
は
初
め

て
で
す
る

山
に
限
ら
ず
小
川
も
近
く

に
あ
り
、
食
べ
物
が
お
い
し
い
例

日
町
で
の
生
日
に
は
、
む
と
も
ど

も
満
足
し
て
い
ま
す
。

｜

｜
朝
日
町
に
望
む
こ
と
は
？

野
原

総
合
病
院
が
ん
る
な
ど
、

朝
日
町
は
医
療
や
福
祉
が
充
実
し

て
い
る
町
だ
と
思
い
ま
す
の
今
後

も
か
ゆ
い
一
叫
に
手
の
凶
く
よ
う
な

行
政
施
策
の
惟
進
を
望
み
ま
す
。

14
式

物事はすべて比較するものがあってこそ．その良さ.Jうん下手があるので上手が知れる・…・1J~η劣る人がいるから二そ司 1 ぐれた人が日立っ
きカ・l拘らかになるということ

住市首ずから踊あり・ 忙しい中にもわすかなひまはあるという 二と
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.A Suspect(?) .A中野由紀子（10)

初）．

つ

（
ど
こ
か
好
き
つ
－
Y
4

5

（
い
つ
も

A
ら
ゃ
ん
を
誘
い
、
い
っ

し
ょ
に
い
た
が
る
丁
く
ん
）

保
母
「
ね
え

T
く
ん
、

A
ら
ゃ
ん

の
ど
こ
が
好
き
？
」

T
〈
ん
（
し
き
り
に
テ
し
て
ニ
ヤ
ニ

ヤ
）
「
え
っ
？
：
・
じ
ゃ
先

先
、
先
生
ち
の

お
父
宮
、
ん
の

ど
こ
が
持
き
な
の
つ
・
」

保
母
「
え
ー
っ
と
、
あ
の
ね
、

企梓まい（14)

ぎ
し
い
と
こ
ろ
」

T
〈
ん
（
鬼
の
首
を
と
っ
た
よ
う
に
）

「
お
ー
い
、
み
ん
な
、
先
生

ね
、
お
父
ぎ
ん
の
や
ぎ
し
い

と
こ
ろ
好
き
な
が
い
っ
て
｜
」

（
ム
ヤ
ム
ヤ
す
る
子
供
た
ち
を
前

に
テ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
）

〔
寂
し
い
顔
）
（3
歳
児
）

（
保
母
同
士
の
会
話
の
な
か
で
）

保
母
「

K
く
ん
の
鼻
、
ベ
今
ャ
ン

と
し
て
か
わ
い
い
よ
ね」

...大久保雄史（ 7 ) 

よ曜閉庁，明後 日（ 2月20

円）から実施します。実施に

あたっては，職員の研修を行

うなど住民サービスの低下を

招かないよう努めていきます。

温かいご理解をお願いいたし

ます。 しかし閉庁できない

職場の職員や職務上休みを取

れない職員のことを思うと，

複雑な心境でもあります。

流行の風邪をひきました

（家内に言わせれば、気のた

るみ。とか）。 人に移 きない

ようにと思いながら各種会合

に出席しておりますが，身体

のためにも，人に好かれるた

め（？）にも，ここはゆっくリ

静養した方がいいのかと思っ

たりもしています。

さて，今年度も残りわずか。

平成 5年度の予算編成も終わ

りました。予算は，議会へ提

案しそこで審議，議決をい

ただいてから執行できるもの

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
＠

みんなで給食（大家庄保育所）

保
母

咲ら 8 て
〈、．？ い

ねき；Jう
』つ σ〉

と（よ
ね・。」

ず λ
みえ
σ） r.こ
花の
がな

丸くとも一角あれ守人心…ー性絡か円満であるにζしたことはないか，時tJ結合によっては少し角必伝つぐらいのニとがあ勺ても よいtいうこと．

や

（そ
の
翌
日
に
な
っ
て
）

K
〈
ん
「

K
ら
ゃ
ん
ね
、
こ
こ
寂
し

い
M
r

・
－
－
」
（
鼻
を
指
し
て
）

保
母
「
ど
う
し
て
寂
し
い
が
つ
・
L

K
〈ん

「
あ
の
ね
、
こ
こ
ペ

ッ
チ
ャ

ン
コ
や
も
ん
」

（
と
て
も
か
わ
い
い
頗
な
の
に
；
・

保
母
の
話
を
聞
い
て
い
た
ら
し
い
。

す
ま
な
い
こ
と
を
し
た
か
し
、
与
）

｛
ね
す
み
の
花
つ
・
）
｛3
歳
児
）

丁
〈
ん
「
先
生
、
ぼ
く
ん
ち
に
ね
ず

み
死
ん
ど
っ
て
ね
、
お
姉
ち
ゃ

ん
が
ム
の
中
に
う
え
た
よ
」

保
母
A

「
え
？
そ
れ
は
、
ケ
め
た
つ

A稲荷ー寛（8 ) 

一広
報
ク
イ
ズ

〔
問
題
）

①
あ
さ
ひ
ウ
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
あ
っ
た
の
は
2
月
の
何
H
？

＠
H
H

⑪
は
け

。
幻
H

‘

ψ
広
報
ク
イ
ズ
は
ん
t
川
が
何
回
U
？

＠
印
刷
⑮
刊
一
例

。
九
凶

－q
山
山
中
凶
は
同
日
以
内
に、

で
は
死

亡
尉
は
何
日
以
内
？

＠
3
H

⑮

5
n
O
7け

（
応
募
方
法
）

A
M

は
が
き
に
芥
え
の
・
4
サ
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
蓄
さ
3
対
日
日

（
当

H
消
印
布
幼
｝
ま
で
に
役
場
総
務
諜

係
書
広
報
係

二
－1
m
l
抑
制
口
町
道

ド
1
1
3
3
）
へ
送
勺
て
く
だ
さ
い

抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド
を

フ
レ
セ
ン
ト
し
ま
す

会
前
同
の
当
選
荷
は
、
越
坂
奈
々
ゎ
山
中

さ
ん
、
山
本
初，
ー
さ
ん
、
流
川
さ
ん

に
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
月
は

イ
ラ
ス
ト
投
杭
者
多
数
の
た
め
、
品

仏
は
抽
選
に
さ
せ
て
い
た
ど
さ
ま
し

た
ご
在
枚
く
だ
さ
い
ω

水の低きに就く如し…・・＊が15:いほうに（11］かつて流れるようならのである＠ものごとがごく自然にはニぶことをたとえていす ζ また． ものごと
の門然のなリゆきft.人の］Jで止めがたいよとをいうー

⑮ 

です。

しかし，なかには当初の計

画を尖行に移すことが困難と

なり，雌脱感を覚えつつも止

むなく子算を減額，職貝にそ

の職責を問うケースもあ りま

す。

町政を預かる責任者と して

は，自らを律し，職員ともど

も行政の原点に立ち返って職

務に村励していきたいと考え

ております。

一車中にて 2HI78 2己

－
平
成

5
年
3
月
号
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区長さん10人？町内会長さん116人合年1年お世話になりますJ医療の現場から

各
地
区
の
区
長

・
町
内
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た

区
長
会
長
に
は
西
島
さ
ん

区

山

崎

大
家
庄

南

保

五
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三
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＆
車
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町
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T
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。
叫
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－
区
長
・
町
内
会
長
決
定

。

1珂雌実男良進歩J

朝
日
柔
道
大
会
（
M
総
合
体
育
館
）

V
刊
体

（中
川
子
生
の
部
）

－

位

朝

日

中

学

校

V
少
年
間
の
部

・
1
年

l
位
袖
野
建
（
桜
町
）

2
位
宇
出
説
一
（
町
南
保
）

－

2
年

l
位

長

津

裕

r
T

（路

町
）

2
位

山

田

岬

（

消

水

町

）

・
3
年

1
位

建

部

一

毅

（

桜

町
）

2
位

南

茂

英

気

（

桜

町

）

1
位

字

回

一

美

（

町

2
佐
竹
川
浪
俊
情

（路

V
2
部

（
大
回
転
）
一

一
般
女
子

A

4
位

一見
聞
来
釧
晶
子

（
．小
柳
）

一
般
男

f
C
4位
糾

川
一保
犬
｛
坑

囚

回
大
会
出
場
白

第
特
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ

l
競
技
会

（
%
鳥
取
県
大
山

町）小
路
浩
美
（
似
町
）

1
成
年
女
子

B
（
大
回
転
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集

制
日
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
川
て
は

回
目
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
槌
日

は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
采
辺
、
パ
ス

ケ

y
ト
ポ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ふ

球
、
剣
道
、
料
川
球
、
サ

ッ
カ
ー、

テ

ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ス
キ

ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
新
体
総
の

日
控
目
で
す
。

人
刊
を
希
明
す
る
人
は
、
ち
学

校
ま
た
は
教
育
委
只
会
、
総
合
体

育
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
総
合
体
育
館

（
宮
幻

l
1
8
3
8
）

へ
問
い
A
n

わ
せ
を
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

こ
の
保
険
は
、
州
問
符
似
険
と
附

償
保
険
、
北
ハ
一
例
比
撹
金
制
度
を
組

・：
－v
i
内，

J
A
U
A
U
H
1

補
償
額

（附
k
m

一m
l人
7
ラ
ワ

）

死
亡
：
：
：

2
0
0
0
万
円
（

5
0

0
－
力
円
）
入
院
・：・：

4
0
0
0
円

（
1
8
0
0
円
）

通
院
：：
；
1

5
0
0
円
（

1
0
0
0
刊
）

※
入
院
、
通
院
は
l
円
当
た
り
。

保
険
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

教
育
委
員
会
ま
た
は
総
合
体
育
館

に
問
い
合
わ
せ
を
。

楽レかったスキーν"l'-
一朝日町スキー教室ー

町民の皆さんを対象にした町のス

キー教系が 1}-] 23日・24卜｜の 2H IHI. 
新潟県の新赤介スキー坊で開カ‘れま

した。

朝日スキー クラブのインスト ラク

ターから指符を受けた押 さん．決し

みながら「続くほど」 1-.述したとい

うことです。

今
年

i
年
お
世
話
を
．如
、ゥ
区
・
長
さ
ん
叩
人
、

1
1

6
人
の
万
々
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、

2
月

9
H
に
第
l
固
め
区
長
会
議
が
聞
か
れ
、
区
長

会
長
は
泊
三
区
の
西
品
友
行
さ
ん
に
、
副
会
長
は
山
崎
の
小
津

政
興
さ
ん
と
決
ま
り
ま
し
た
。一

殿

町

中

山

存

地

ハ

湯

ノ

瀬

秀

永

男

一 佐茂男

－じ
い
住
倣

下
横
尾

地
泉
町

上
横
尾

山
本
町

橋
向
町

神
間
町

東
下
町

西
下
町

束
三
浦
町

中
三
浦
町

丙
三
浦
町

町向
） 保 4

）年

男 治 雄 作 一－

－

5
年

l
位

出

戊

大

介

（
粍

町
）

2
位

波

辺

剣

（

松

樗

町

）

・6
年

1
位
市
此
凶
刀
打
川

｛路

町
｝

2
位

狩

谷

勝

徳

（
月
山
）

V
山
’
学
校
の
部

－

mω
同
級

1
位

水

野

必

正

（
坊
）

・
月
比
糾

I
似

．内
山
栄
悦

（
ヂ

柳
）・

刀
い
時
起
級

l
位

山

同

光

仁
（
治

水
町
）

V
高

校

・
一
般
の
部
（
有
段
者
）

1
位
藤
田
一
円
二
舟
川
新
）

2
位

谷

口

繁

時

（

桜

町

）

第
持
田
県
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ

l
競
技
会

（治
極
楽
坂
ス
キ

ー
場
他
）

v
l
m
（
大
回
転
）
成
年

k
f
B

l
休

小

桜

浩

美

（
路
町
）

貧血
町では検診がいろいろ行わ

れていますが，その一つに血

液検査があ ります。その結呆，

貧10Lを指摘された;Jjがたくさ

んおられるのではないでしょ

うか ／ その後どうされまし

たか？ 去年も貧血た’ったし

体質だと思って政罰しておら

れませんか？ 確かに貧血は

よくある病気てヘ特に妊娠可

能年齢の女性の10人に 1人は

貧血だといわれています。

しかし，体に潜むいろいろ

な病気が食.lfil.という形で危険

信号を発していることも多い

のです。体から悦性的に出血

する病気，すなわち同や大腸

の出傷や悩などがその代表で

す。これらの病気は円の集団

検診，大勝地検診（使i時lilt検

査）を毎年きちんと受診され

ていれば，多くは早期に発見

されるものです。 しかし，次

のような方は一度詳しい検査

を受けられることをお勧めし

ます。1）閉経後にもかかわら

ず貧血が続＜ !J:性 2）胃の手

術を受けたこともないのに貧

血がある男件． 3）今回初めて

貧血を指摘された人。検ー在の

結果，他に病因がない鉄欠乏

性貧血であれば一安心ですが，

食生活を改普し鉄分摂取を増

やしていただくことが大切で

す。

作興進一夫雄路 ）I頃三盛 m英

大十十九／

・1－＝区区区区区区民区区区区

七六 Ji.間 三二一

純計 f~.：郎弘一則男二誠克長碑

み
A
H
わ
せ
た
も
の
で
、
ス
ホ
｜
ツ

や
文
化
活
動
を
行
う

5
人
以
上
の

ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
及
び
グ
ル
ー

プ
が
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
料

（一

人
当
た
り
年
額
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
児
童
ク
ラ
ブ
、

成
人
の
文
化
活
動
、
社
会
奉
仕
活

動
：
：
：

4
0
0
円

怠

人

ク

ラ

ブ

間
体
：
：
：

6
0
0
円

地

区

体

育

協
会
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

M：夫日；明保進－ ifl松究陣ー

－
平
成

5
年
3
月
号
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e>朝日町社会福祉協餓会（;t,

皆さんと共にI也I裁の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

草月日町福祉センター内

tt83-0576 

親
と
子
の
手
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

島
町
，

:;;;;-..-.-. ... 
::t~· 

昌也日・ー

み
ま
し
た

社会福祇協議会

は，民間福祉の

拠点です。

て
組
織
さ
れ
た
民
間
同
体
で
す

社
会
一肌
付
協
議
会
で
は
、
行
政

と
民
間
、
あ
る
い
は
い
専
門
家
と

－

般
向
民
が
と
も
に
参
加
し
、
民
間

一
陥
祉
の
拠
点
と
し
て
さ
ま

F
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り

活
気
あ
る
運
営
と
事
業
を
進
め
る

う
え
で
、
財
削
除
保
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

一
般
会

資
や
校
助
会
校
、
仕
ハ
川
募
金
の
配

分
金
、
そ
し
て
寄
付
金
な
ど
も
貴

重
な
財
源
で
す
。
今
後
も
持
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
自
主
的
財
源

の
時
似
に
努
め
た
い
と
忠
ゥ
て
い

ま
す
£

－
ふ
く
し
の
窓
⑪

加
藤
正
之
、
加
泌
淀
川
nf
、
九
宅
地
印

一
、
九
州
サ
禿

f
、
水
品
挙

一
、
水
品

松
枝
、
水
－
u
均
投
刷
、
水
山
川
紺
子
、
竹

谷
覚
、
竹
待
て
る

f
、
水
品
ア
ツ

f
、

符
川
進
郎
、
ん
日
川
い
円

f
、
水
出
M

光、

水
品
ヒ
サ
「
、

山
山

一
級
、
刊
。
い
川
ハ

ル、

H
H
尚
純

一
、
背
・
川
知
u
昔
子
、
ム
H

山川円、

K
H
－M
炎
似

f
、
川
総
久

．

加
政
H
国
手
、
加
政
秀
ぃ
卒
、
岩
崎
健
、

一怯
本
政
雄
、
絵
本
ス
ミ
イ
、
内
制
忠

二
、
内
堀
八
重
子
、
加
必
邦
崎
、
岩

谷
町
一

、
岩
谷
美
代
ノ
ナ
、
峰
山
製
材

側
、
小
川
協
の
水
天
盟
問
、
境
挫
訟
．
lト

業
側
、
附
氷
川比
工
業
一
州
、
州
経
’H
動

卓
側
、
附
波
辺
功
機
、
仰
ナ
カ

f
被

服
、
小
川
桂
川
叫
工
業
側
、
山
肌
能
…
γ
業

附
‘
引

u問
中
央
民
主
協
同
仙人口、

ド
沢
従
業
側
、
日
米
紡
紛
附
的
l
ぃ山旬、

向
山
町
行
、
U

杯
．
級
、
加
納
た
ま
い
、

加
納
弘
、
稲
川
て
る
、

河
本
良
川，

r．

稲
川
内
、
川
悦
川
M
U
俊
郎
、
山
政
辺
行
夫
、

加
納
捻
、
加
納
栄

f
、
加
納
川
州
市
ぺ

広
川
正
似
広
川
山
川…

f
、
針
作
市
J
H
、

狩
谷
ト
シ

f
、
狩
谷
二
郎
、
狩
谷
屯

い
、
竹
村
谷
山
政
、
付
符
笑
子
以
上

山
名
制

μ
（

2
H川
円
現
在
）

同

一

拘

刊

か

円

ω
ら

∞

ん

∞

。か
O

さ

部

ρ

∞

ん

叩

法

一

お

ー

さ

浄

の

山

て

川

財

し

棋

浄

谷

念

の

凶

記

町

業

や」

H
b入会

崎

職

三

寒

川

此

米

ら

0

0

 

i止を＝の！思い事でふ法起かよ くなるようにJいtliLたIJ• Ill＼、血し

皆
さ
ん
は
社
会
悩
祉
協
議
会
が

ど
の
よ
う
な
団
体
か
ご
存
じ
で
す

か

？

社

会

制

祉

協

議

会

は
、
地

域
の
福
祉
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く

こ
と
を

H
的
に
、
八
ム
引
払
川
閃
係
打
の

参
加
を
得
て
佐
川
ん
が
主
体
と
な
っ

〔
官

会

員

加
入
状
札
〕

た
た
い
ま
鉱
山
根
し
て
お
り
ま
す
町

上

an－－E
力
一t
i
ニ
K
っ1
1
J
T
J

a－－
u

s

a
－b
u
p
J
J
i
b
－
ら
手
ーlJ
（

』

Z

l

加
入
山
中
し
込
み
か
あ
り
ま
し
た

刈
内

k
、
加
山
時
進
、
凶
作
俊
成
、

大
半
範
也
、
．
M
谷
利
郎
、
加
鋭
敏
夫、

大
一
日
勉
、
水
H
M
秋
芳
、
九
υ且山時
、
松

山
仁
、
松
川
千
鶴
子
‘
一
M
谷
誠
、．
M

谷
玲
〆
ア
竹
谷
稔
、
竹
谷
き
よ
み
、

松
ぶ
純

f
、
訟
小
泉
、
水
向
件
絡
、

組
本
新
市
、
同
地
木
ア
キ
子
、
総
寿
一

、

館山城
て
、
．
小
叫
お
穴

、
さ
ん
か

い

河
内
峰
、

水
品
静
夫
、
米
出
笑
、
米

H
h
rlr止
、
主

u
y山
w
H
7
、
6
川、千
e
，f
、

l
u
t
R
H
E
T

．、μM
H
e帯
1IJ

l

刊刊を
l
lJ
hnn

尉
谷
静
枝
、
弘
義
’U
山
称
、
仏
山
紀
明
、

川
内
正
美
、
加
秘
十
日
一
、
水
山
グ
ト火、

竹
谷
山
相
太
郎
、
竹
谷
怖
が
、
竹
谷
休

川
「
、
川
勝
笠
、

．M
谷
光
夫
、
九
県

．
問
、

H
K
山
化
ι』
、
山
本
応
久
．
川

内
鮒

f
、
佐
川
枝
、
川
行
制
犬
・
’
H

M
み
な
子
、
加
州
特

h

ホ
ド
峰
、
野
間
龍
俊
、

水
山
．北
之
、
川
必
M
川
．
．． 
小
川
悦
政
瓜
、

水
品
澄
ノ
ナ
、
岩
崎
e

イ
ト
、
水
品
治
一、

水
向
的
江
、
小
品
臥
之
犬
、
水
山
川
勝
久
、

水
品
利
子
、
中
谷
紀
男
、
・
中
谷
治
子
、

ありがとう

たたかい志

ω朝日勾善意銀行

(I月lIS-2月10日）

。桜町 l字国公i市さんからL

l:J:あきさんが生前お世話に

なったお干しとして

物（1祝いがら・…・1命令；二なんでL，祝うて行；t：；そのi泊リタ）状態になる

たリすれIfめでたくむとるとい jこE

－
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

内
容

食
業
人
と
し
て
必
要
な
マ

ナ

l
、
作
い
や
の
改
持
、
ね
場
の
安

全
等
に
つ
い
て
の
指
導

日
時

4
月

5
白
川

・
6
日

ωの

2
u
m
午

前

8
時
代
日
分
か
ら
午

後

5
時

ま
で

対
象
者

の
人

教
材
費

l
人
3
0
0
0
円

申
込
み

3
H
n
日

ωま
で
に
所

定
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
提
山

し
て
く
だ
さ
い
。

F
A
X
（
宮
臼

l
0
2
6
3
）
で
も
可
。

定
員

初
名

（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

－
職
業
訓
練
受
講
者

募
集
科
目

・
hM
℃
材
料
利
：
・
店
名

不問
普通免2干

高校卒業以上
普通免野

不問
普通．大型

不問
特になし

不問
不問

a;絞卒業mt
普通免2午

不問
符になし

高校卒業以上
普通免許

言到来人厳縫｜時｜賃金問｜性別司祭
ドエ及 ~1 2矧1942

覧術者及 ~I 'sfs;l '2si~~0oo l ~間需！回土議
手｜初才一I1so.ooo～｜ 男 ｜朝日勾三械

50才｜ 260,0001 ｜日祝他

i18才ーl14s,ooo- I i朝日町大家庄
筏術スタ ッフI..,. ..... I I I Js才｜ 180,0001 i日祝，第I・3土E霊

員1 1s~与I 1 25i~ 
118..｝～I 1es,ooo～｜ ｜草月臼町三枚橋エ4呈管理，E佳者i1守｜ c I I 40才I21s,0001 I日. 4週5休

？？叶お｜悦 700I女臨盟
系118才ーI130,000～｜ 女｜朝日町三枚橋

40才｜ 200,0001 ｜日祝他

金制品川｜｜お11202~~~0oo l 女院~
~30~ミI 145.000 I女院p

＊＇求人情録一 覧表J！，ニ利用下喜い ｛商工観光線力ウンターに展示｝

官くわしいことll，魚治公共職君臨安定所鱗自分家 電！82-0198へ必問い合わ官 〈た喜い．

会
一験
世
帯

月
一
後
午

q
z
u白
書
．

年
一世
H
A児

P

、d

－
成
一
周
数

平
一
採
人

3 

4 

3 

3 

場所

目

くらしの情報室

ホット求人情報

転還

2 

3 

4 

2 

2 

2 

2 

兜

i由

ヲー

販

絵

101販

5 

8 

9 

6 

7 

－
イ
ン
テ
リ
ア
施

4
科
：・河川・名

．
前
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
：・
初
名

入
所
日

4
月

7
日
制

訓
練
期
間

6
か
月

申
込
み

結
寄
り
の
公
共
職
業
安

定
所
、

問
合
せ

川
市
部
職
業
能
力
側
発
セ

ン
タ
ー

（出
部
市
抗
生

3
2
0
0

告
白

l
0
2
5
1
）

へ
。

~ .:/j地 一一＝

白馬クラブ創立 匂捌 パ を固
‘ て~·I ~ 早 縦 定

20周年記念「20歳の集い」 ~平キ 覧資
悦生 し産
安川 ま課
産主 す税
- ＇（正 A
.w 凶.； cコ
妹二 帳
諜 I:=

3月14日臼）

PM2:00～5:00 

総合グラウンド

（記念パーティー） PM6:30～9:00 

小川温泉天望閣

佐渡（宮83-2558)

・日時及び会場

(08紅白戦〉

の
基
礎
と
な
る
謀
説
台
帳
を
縦
覧

し
ま
す
。

な
お
、
評
価
額
は
原
則
と
し
て

平
成

4
年
度
と
変
わ
リ
あ
リ
ま
せ

ん
が
、
昨
年
中
に
土
地
の
異
動
や

家
U

肢
の
新
明
築
等
が
あ
っ
た
場
合

は
変
わ

っ
て

い
ま
、す。

縦
覧
期
間

3
H
1
日

ωか
ら

3

月
辺
白
川
ま
で

（
よ
曜
日
、
円
山
叫

日
以
び
川悦
ω
内
山
口
は
除
き
ま
す

）

縦
覧
の
場
所

役
場
税
務
ぷ

異
論
の
申
立
て

れ
般
に
記
政
さ

れ
た
評
価
制
等
に
巣
議
が
あ
れ
ば
、

縦
覧
佐
川

H
以
内
に
文
書
で
凶
定

資
控
訴
川
事
先
委
以
会
へ
異
議
の

巾

L
4
て
が
で
き
ま
す

ψ

へ。

・日時 3月14日但） 刷9:00～刷工DO

・会場 胡田町役場前

県内外から多くの秋田犬が集まります。

ご家族でご覧にきてください。詳しくは

水島（宮82-2491)

・問い合わせ

｜秋田犬展覧会｜

ハ＼。

ね
ノ
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

司

五

・
国
民
年
金
保
隙
料

亭
U
1
一
国
民
年
金
の
保
険
料
は

に
と
も
う
納
め
句
れ
ま
し
た
か
。

一
金

一
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
い

了
二

一
ま

一
度
時
か
め
て
み
て
く

口

問
」

だ
さ
い

，

主
後
に
陥
え
て
、
ま
た
、
万

一

の
ケ
ガ
や
州
%
の
と
き
、
い
ち
ば

ん
柏
り
に
な
る
の
が
州
民
年
令
で

す
。

と

こ
ろ
が
、
似
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
万

一
の
と
き
に

附
苔
基
礎
年
令
が
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
納
め
忘
れ
の
M
M
み
重
ね

が
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
資
格
さ
え
な
い
よ
う
な
事
態
を

引
き
起
こ
す
v

」
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
納
期
限
か
ら
2
年
経

過
す
る
と
、
あ
と
で
納
め
た
く
て

も
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
き
ち
ん
と
納
め
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
卜刀
法
に
つ
い
て

は
、

u
佳
掘
作
に
よ
る
似
利
な
ト
刀

法
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

保
険
料
制
は
、
平
成

4
年
度
中

は
月
額
9
、
7
0
0円
、
付
加
年
金

は

1
0、
1
0
0円
で
す
。

－
平
成
5
年
3
月
号
⑪

つまらないこと でも‘そtl＂..： リの礼儀や作法があ山伏も門出……税世を！？.てた山伏のような者でさえ．門出に｜禁してはそilなリの祝いをする
るこ t.



国
の
教
育
口

l
ン

同
川
入
金
融
公
雌
で
は
、
次
の
と

お
り
入
学
資
金
や
在
学
資
金
の
融

資
を
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
金

マ

純

資

対

象

平

成

5
年
春
に
大
半
、
高
校
、
専
修
学

校
等
へ
進
学
す
る
人
の
保
護
者

マ
融
資
制
問
万
円
以
内
（

l
進

学
者
に
つ
き
）
マ
融
資
期
間

・

大
学
、
高
専
・：

6
年
以
内

・
高

校
、
一
同
大
、
各
科
学
校
（
予
備
校

含
む
）
；・

5
年

以

内

マ

融

資

金

利
：
・年

5
・
2
パ
ー
セ
ン
ト

返
消
方
法
元
利
均
等
、

ボ

l
ナ

テ
口
・
ゲ
リ
ラ
の
根
絶
を

ー
全
国
各
地
に
極
左
暴
力
団

の
手
が
伸
び
て
い
ま
す
｜

極
左
の
ア
ジ
ト
は
、
全
国
各
地

に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
近
く
に
も
い
ま
せ
ん
か
？

－
見
慣
れ
な
い
人
が
引

っ
越
し
て

き
て
表
札
も
あ
げ
ず
、
近
所
づ
き

あ
い
を
避
け
て
い
る

・
い
つ
も

カ
ー
テ
ン
を
引
き
っ
ぱ
な
し
に
し
、

中
か
ら
不
審
な
音
が
聞
こ
え
る

・
転
勤
等
の
名
目
で
ア
パ
ー
ト
を

借
り
る
が
、
日
常
生
活
に
そ
れ
ら

愛
の
献
血

mv
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
さ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名

（
l
月
実
随
分
、
A
X
印

は
州
川
、

※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は

m
M
献
脱
者
）

境
地
区
会
広
川
琢
也
、
品H
水
島
県

子
、
水
島
友
明

宮
崎
地
区
会
富

一無料相談会のお知らせー

・日 時 4月lB附10:00～15:00
・ところ 富山県土地家屋調査士会

館（富山市牛露新町8-22 tt0764-
32-2516）及び町内の土地家屋調査

士会会員事務所

・内 容 土地分筆，地目変更など

14月1日は表示登記の日｜

ス
片
岡
引
制
返
前
、
ス
テ
y
プ
返
消

在
学
資
金

マ

融

資

対

象

在

学

中
の
人
の
似
品
者
マ
融
資
制

間
万
円
以
内
（
l
在
学
宥
に
つ
き
）

訂
し
く
は
凶
民
金
融
公
庫
高
山

支
店
（
包
0
7
6
4
t
引

1
1

1

9

1
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度

役
場
（
代
表
）

教
育
委
員
会

身
一
定
制
の
年
金
を
文
給
す
る
制

度
て
す
む

支
給
額

l
u
加
入
の
場
令
は
け

2
万
円
（

2
口
ま
で
加
入
可
）

掛
金
額

加
入
時
の
保
護
者
の
年

齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
（
月

1
4

0

0
円
1
6
8
0
0
判）

な
お
保
護
者
が
何
歳
に
な
る
と

加
入
資
格
が
な
く
な
る
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
（
毎
年
4
月

1
日
で

年
齢
を
同
定
し
ま
す
）

詳
し
く
は
役
場
住
民
謀
耐
祉
係

（
宮
内
総

1
1
6
）
ま
で
。

公
的
W
U
H
－

－

o
o

合

m
u
l－
－

0
4

－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

＠

町民総合体育館
公幻uH1838

町の工事発注状況 Fヌ
一このコーナーは町が入札を行ったものを11'!1~をしていますー <12. 1～1.31 > 

工 事 名 場所
完成 gi'I f'l 

i能者名 t.!:t当課
予定 金 事；(i

街路持基業
f'I 

北陸電設工
停車場東~ff線道路改良電気工事

主幹町I 3月 3,244.500 
霊長株式会をi

建設線

河川総持，事業
持主 3月 1,503,800 

有限会社
建設談

普通河川大俗川Z護岸改修工事 ＊仏土木

勺

心
身
防
害
者
の
保
護
者
が
生
存

中
二
疋

J

仙
の
掛
金
を
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
護
者
が
万
一
化
亡

し
た
（
重
度
障
害
者
に
な
っ
た
）

と
き
に
、
残
さ
れ
た
陣
中
b

者
に
終

母
子
（
寡
婦
）
福
祉

資
金
の
貸
付
け

3/20～3/26 
春の全国火災予防運動
※期間中は午前7時と午後9
時の2回，サイレンを吹鳴

します。火災と間違えない

ようにしてくぜさい。

し
い
様
子
が
な
い
ー
ー
な
ど
、
不

審
な
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
ら
警
捺
軒
へ
述
絡
を
／

川
八
秋
、
人
以
加
泌
宰
菩
、
水
島
正

之
、
佐
印
泉

笹
川
地
区
竹
内
静

子

泊
地
区
会
田
中
秀
夫
、
合
近

臨
雄
二
、
会
削
げ
ル
牒
友
文
、
公
開
品

明、

A
X
居
波
正
志
、
ムX
米
田
正
克
、

食
中
陣
謙
一
郎
、
※
殿
村
康
彦
、

※
柚
木
恒
志
、
※
長
谷
純
子
、

※

平
野
治
彦
、
大
村
誠
、
森
野
ぃ
忠
子
、

畑
信
義
、
南
保
雅
恵
、
平
田
友
成
、

松
本
町ハ具志
枚
、
中
’
品
敬
治
、
島
端

寿
美
子
、
平
田
千
秋
、
谷
口
加
奈

チ
、
十
棟
征

f
、
大
久
保
恵
美
子
、

山
田
義
光
、
一
千
聞
久
美
子
、
近
江

相
夫
、
大
津
嘉
涼
明
、
向
島
出
子
、

高
嶋
洋
｛
、
針
村
博
、
柳
津
伸
明
、

水
由財
政
子
、
長
井
香
織
、
池
田
和

弘
、
川
ム
口
俊
雄

五
箇
庄
地
区
会

寺
田
冨
汁
夫
、
会
議
野
陸
、
会
佐

一
地
正
減
、
公
土
屋
博
、

※
松
へ
日
努

刊
子
（
小
森
婦
）
家
庭
を
対
象
に

低
利
な
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

0

0
修
学
資
金
（
高
校
、
大
学
等
へ

就
字
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
）

O
枕
宇
支
度
資
金
（
入
学
時
に
必

要
な
資
金
）

O
住
毛
資
金
（
補
修
、

改
築
、
増
築
資
金
）
な
ど
日
極
煩
。

希
望
者
は
早
目
に
役
場
住
民
課

福
祉
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
役

場
住
民
課
福
祉
係
（
宮
内
線

1
1

6
）
ま
た
は
東
部
社
会
福
祉
事
務

所
（
官
辺
1
9
1
0
9
）
へ
問
い

介
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

夫
、
松
問
誠
、
沢
田
大
吾
、
山
田

京
子
、
犬
田
裕
子
、
金
井
克
雅

南
保
地
区
会
谷
口
知
江
、
公
長
崎

義
政
、
ム
凶
越
削
利
芯
雄
、
史
田
守
、

坂
藤
慎
太
郎

山
崎
地
区
食
水
野

光
博
、
※
名
越
真
由
美
、
※
仙
名

恒
好
、
私
山
崎
美
、
安
達
進
、
九

血
幹
夫
、
水
野
利

一
、
水
口
忠
則

大
家
圧
地
区
会
能
埠
万
之
、
会
話

附
迷
信
、

A
H
増
山
一
八
、
※
山
崎

真
一

、
土
用
盛
一
、
吉
田
康
明
、

金
森
孝
徳
、
広
川
勝
彦
、
住
吉
雅

代
、
藤
田
．
順
子
、
新
村
千
寿
子

〈
以
上
作
名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
横
浜
市
の
桝
井
IH
助
さ
ん
か
ら

広
報
あ
さ
ひ
の
た
め
に
と

5
0
0

0
円

点横を重ねて築く
、火災ゼO"

廃
棄
用

L
Pガ
ス

小
型
容
器
の
取
扱
い

最近、LPガス小型容器が
ごみといっしょに伶てられ、

爆発・火災などの被害が発生

しています。

制高山県エルビーガス協会
じゅA1てえ

では、容認にガスを充嘆する

際、山合総の取り扱いについて

のシールを貼付して、皆さん

にへ仕立を呼びかけています。

LPガス小刷ha谷部は一一般の

ごみといっしょに捨てること

は危険ですので、購入された

政売店までお持ちください。

詳しくは富山県エルビーガ

ス協会（宮07641UH6

993）へ問い合わせを。
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（
小
説
）

、y》

き
も
の

幸

田

文

、－

寄
妙
な
埜
さ
が
り

阿
刀
田
高

品

川冊
単

純

…

印

不

倫

物

語

群

ょ

う

チ

を

無

名

時

代

阿

久

悠

J

制ayv 

こ

こ

過

ぎ

て

滅

び

ぬ

西

村

寿

行

つ

速
く
空
は
晴
れ
て
も

北
方
謙
三

d

っ

山
形
新
幹
線

「
つ

ば

さ

」

殺

人

事

」
イ
也、

件

西

村

京

太

郎

’
じ

犬

婿

入

り

（

芥

川

賞

受

賞

作

）

転

た

れ

ど

．

、

，

多

和

田

葉

子

い
J
M
W
M
 

労

本
の
紹
介

附
7
9
 

「
佃
島
ふ
た
り
書
房
」

料

で

〈

ね

た

つ

う

リ

’

寸

出
久
根
達
郎

斗

E1061
8geesz

’4『
d

fJ
a
E
fd

、ζ7
9
 

b

め
と

園

干
、
‘
｝

H

間
る

結
？

の

付

杭

ぶ
白
’
乞

約
一十
台
川

が
努

い刷
協
介
。

一
み

粒
七一L

－

の
つ

官
穴

・』

の
つ

物
こ

殺
にめ

ふ
す
ん

：苦

る

い
立
十

占1
7

M

粒
枕

山
一
約
四
前
胤

あ
な
た
の

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（
官
邸
｜

0
5
7
4）

新
し
い
本

（
一
般
書
）

し

あ

わ

せ

家

朕

成

制

幸

男

は
る
か
に
梅
の
比
え
る
家
で
く
ら

す

大

橋

少

突

風

柄

山

小

枝

お
ご
る
姑
は
久
し
か
ら
ず－F

氷

ケ
ネ
デ
ィ
か
ら
の
伝
言

落
合
伝
彦

ア
ル
ピ
ン

・
ト
フ
ラ
ー
の
戦
争
と

日
「
山
刊

ア
ル
ヒ
ン

・
ト
フ
ラ
｜

ど
く
と
る
ぺ7

／ 

ポ
ウ

医
藤 北向

山崎 ニu王寺 記
海康 j折2船主｜：
堂夫泊Y東1夫

沿
え

大
草
原
に
巡
る
日

銀
盤
の
エ
ン
ジ
ェ
ル

自
然
が
食
点

ロ
イ
ヤ
ル
ロ
マ
ン
ス北

日
本
新
聞
社

山削久酬明
遜
郎

仰
向
ふ
た
り
荒
川
一周

生
年
月
日
が
ま

っ
た
く
同
じ
め

二
人
の
少
年
が
、
奉
公
先
め
古
書

店
で
親
し
く
な
っ
た
。
名
は
、
郡

司
と
六
司
。

佃
島
を
舞
台
に
、
古
書
を
愛
す

る
庶
民
の
京
駄
を
叩
く
長
制
。
直

木
賞
受
賞
作
。

・
平
成

5
年
3
月
号

＠ ア
キ

沃土の長I！材にあらず・・肥沃な土地にi主む人々 lム工夫や努力を しなくても生活できるので，J知ら必要としない。忠まれた環境からは川t
な人州立生ま it~· いというたとえ 去
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身近な話題を待っています（H83ー竹00内線204）ヘ。

なかなかの評判です
ヒスイ大福と

ヒスイおこわ誕生 一一

zu
’A

寸

朝
日
町
餅
組
ム
刊
の
は
n
さ
ん
が
、

町
の
観
光
の
メ
イ
ン
で
あ
る
ヒ
ス

イ
に
ち
な
ん
だ

「
ヒ
ス
イ
大
幅
」

と
「
ヒ
ス
イ
お
こ
わ
」
を
開
発
し

ま
し
た
。

う
ぐ
い
す
あ
ん
入
り
の
大
悩
は
、

’U
と
り
林
の

二
例
セ
ッ
ト
で

4

一r
M
円
。

え
ん
ど
う
・
収
入
り
の
お
こ
わ
ば
百

五
十
円
。
ラ
ベ
ル
は
い
ず
札
も
、

町
ゆ
か
り
の
浸
両
家
、
山
根
山問山喝

さ
ん
の
テ
ザ
イ
ン
で
す
の

川
の
判
名
物

「
ヒ
ス
イ
大
制
」

し乙
「
ヒ
ス
イ
お
こ
わ
し
、
皆
さ
ん
J
U

ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ズ
を
ど
う
教
え
3
？

｜
小
中
高
教
臓
員
、か
研
修
会

l

朝
自
問
小
中
高
校
教
育
研
究
協

議
会
が
二
月
十
六
日
、
役
場
四
階

大
ホ

l
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
に
は
、
町
内
の
小

学
校
か
ら
尚
校
ま
で
の
先
生
．h
間

十
人
が
出
席
。
コ
」
ど
も
の
か
ら

だ
と
性
を
育
む
」
を
テ
！
？
に
、

飯
田
恭
子
黒
部
保
健
所
長
か
ら
す
一

イ
ザ
へ
の
正
し
い
理
解
に
つ
い
て
の

説
明
を
交
け
ま
し
た
。

エ
イ
ズ
は
A
J
ヤ
大
き
な
社
会
問

題
。

そ
れ
だ
け
に
先
生
た
ち
は
熱

心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

あなだの回りの広報係では，& Topics News 

町

山

山本町

西三浦町

［凡i 町

内. !BT 

末 JムPU
殿町

}l ノ n

3人自の誕生
おめでとうございます
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料

月

A

布
芙
リ
’
k
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よ
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ムM
－

Hf
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HH

a－
帆

ザ

山

川

十

lg

j

t

j

J

J
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1留意：

！~ 介

男

女

女

男

女

男

男

U
K

民

民

民

民

長

以

3女

長男

窃電1~

争譲歩隠

11~~iv.幸男

出版ii享
』ιj羽裕ぶ

竹中怖if;

i~~ JI：精之
初111兼次

イi係修

？をii正irI:
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最前線の勉強
一一・M円SA感染予防・対策講演会 一一鴫

司自』

23; 
一一 朝日間農業を考える集い 一一

日の農業を見つめて明重品f
窃Gク窃

~笛(Jg

医
擦
や
福
祉
な
ど
の
現
場
で
問

題
と
な
っ
て
い
る

M
R
S
A
（メ

チ
シ
リ

ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
繭
）

感
染
の
予
防
と
対
策
に
つ
い
て
の

講
演
会
か
二
月
十
二
日
、
役
場
四

階
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
町
内
め

医
療
関
係
者
な
ど
面
止
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

あ
さ
ひ
総
合
病
院
が
聞
い
た
こ

の
臼
の
講
演
会
で
は
、
同
病
院
の

医
師
や
肴
議
婦
さ
ん
に
よ
る
事
例

発
表
に
続
き
、
東
京
都
老
人
医
療

セ
ン
タ
ー
感
染
症
科
医
長
の
稲
松

不
思
さ
ん
が
特
別
講
出
。
位
脱
什
ん
い

担
や
消
J

時
の
徹
底
、
医
療
上
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
、
そ
の
千
防
と
対
策

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

町
の
中
被
農
業
上
協
議
会
と
婦

人
農
業
士
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
二

月
八
日
ぜ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

l
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」
で

「
制

U
町
農
業

を
考
、
え
る
集
い
」
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
へ
の
取
り
組

み
を
話
し
合
お
う
と
両
協
議
会
が

タ
イ
ア

ヴ
ブ
、
初
の
誠
み
と
し
て

開
い
た
こ
の
集
い
に
は
、
品
問
…
沖
町

長
を
は
じ
め
農
業
関
係
者
約
六
十

人
が
山
席
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
中
核
農
業
土
の
津

山
行
戚
さ
ん

（山
町
川
新
）
と
婦
人

農
業
土
の
松
下
範
子
さ
ん
（小
吏
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
オ
ラ
と
ア
グ
リ

カ
ル
チ
ァ
」

「
農
家
の
、
正
婦
と
し

て
近
頃
思
う
こ
と
」
と
越
し
て
体

験
発
表
。
町
長
ら
が
コ
メ
ン
ト
し

た
の
に
引
き
続
き
、
出
席
者
た
ち

は
明
日
め
農
業
に
つ
い
て
の
思
い

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

消水町

人 ＇f(f.町

f長町

入吉年町

で言

｛｜筆

中. a'i 
文 1専
さおり

~&e>~＼：） 

愚《竃

m
u
問

－
寸
谷
勝
記

4
6
E
E
F

、E
E
E

、，
E
E
E
J

、．，E
、

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

熱
い
祈
り
を
さ
さ
げ
る

｜
大
漁
安
全
祈
願
祭
｜

小
樽
の
男
た
ち
が
今
年

一
年
の
間

漁
と
航
耐
の
・一女
全
を
祈
る
樹
臼
町

大
漁
安
全
析
願
祭
が

一
月
二
十
七

日
、
宮
崎
の
鹿
島
神
社
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

近
年
の
漁
業
情
勢
の
厳
し
さ
を

反
映
し
て
か
、
今
年
の
遠
洋
出
漁

者
は
わ
ず
か
に
三
名
。
そ
れ
で
も

祈
願
祭
に
出
席
し
た
漁
業
関
係
者

五
十
名
は
、
お
は
ら
い
を
受
け
た

あ
と
、
熱
い

Mmり
を
込
め
て
次
々

と．士
一ぐ
し
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

h 磯十 a盤’品先 日 i白 唖..，
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届け出はお早めに

出生届 14日以内

死亡届 7日以内
※このコーナーに名前を，lをせ

てほしくないhiま，役場住

民課受け付けにお申し｛すけ

くださも、。
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我が身を詰って，人の痛さを均れ ・自分の苦痛にひきくらべて，人の苦痛を思いやれ。自分の身のこととして他の人のことを考えよ。
議！ITiも議〈議れ 浅いJljでも，深いIllの場合と同じように注意して渡れ。小さなことにもj仰をしてはいけないという政め。
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よ
っ
て
汚
れ
が
下
へ
流
れ
出
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
手
の
力
だ
け
で
は
洗
え
な
い
牛
，地

の
厚
い
物
や
汚
れ
の
ひ
ど
い
物
を
洗
う
と
き
は
、

手
の
補
助
的
な
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

夏
場
は
と
も
か
く
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ま
だ
夜
が
明
け
や
ら
ぬ

う
ち
か
ら
始
め
る
冬
場
の
洗
濯
は
、

手
が
か
じ

か
み
、
あ
か
ぎ
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
は
思
う
よ

う
に
洗
濯
が
は
か
ど
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

う
え
子
供
が
生
ま
れ
た
り
す
る
と
、
お
し
め
洗

い
が
加
わ
り
、
よ
り
い
っ
そ
、7
大
変
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
毎
日
の
生
活
の
中
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
タ
ラ
イ
や
洗
出
板
、
そ
し
て

数
多
く
の
民
具
は
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

民
具
は
単
な
る
過
去
の
用
具
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
時
代
を
反
映
し
、
庶
民
の
生
活

ぶ
り
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
文
化
遺
産
。
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
に
先
人
の
ぬ
く
も
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を
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え

て
く
れ
ま
す
。
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宮崎漁港からrffi：上を西に前l

かつて j正んでいくと，干草な

く左前｝）に純白の’々をまとっ

た朝日 ・白鳥の山々が姿を硯

し始めます。

今月の表紙は，渇からMた

朝日町。『うみ彦や ま彦夢

産地』のキャッチフレーズの

とおり．論議の日本海から雄

大な北アルプス連峰まで，夢

とロマンにあふれる私たちの

l性郷が，森の予感に包まれて

います。
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